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― 理　　念 ―

　本学は、教育基本法及び学校教育法の精神に則り、総合大学として、知の創造、継承、発展に努め、知的、道

徳的及び応用能力を備えた人材を育成することにより、地域と国際社会に貢献することを目的とする。

― 目　　的 ―

教　育

　個性ある創造的人材を育成するために、学部から大学院まで一貫した理念のもとに総合的な教育を行う。

　学部では、幅広く深い教養、国際的対話力、情報化への対応能力及び主体的な課題探求能力を備えた人材を育

成する。

　大学院では、学部教育を基盤に、人間と自然への深い洞察に基づく総合的判断力と国際的に通用する専門知識・

技能とを身につけた高度専門職業人を育成する。

　また、社会に開かれた大学として、生涯を通じた学習の場を積極的に提供する。

研　究

　高度な学術研究の中核としての機能を高め、最先端の創造的な学術研究を積極的に推進するとともに、人類の

文化遺産の豊かな継承・発展に努める。

　また、総合大学の特徴を活かして、人間、社会、自然の諸科学を総合的に深化させ、学際的な研究を推進する

ことにより、人間と環境の共生及び社会の持続可能な発展に寄与する。

地域貢献・国際貢献

　地方中核都市に位置する国立大学として地域との連携を強め、地域における研究中枢的機能及び指導的人材の

養成機能を果たす。世界に開かれた情報拠点として、世界に向けた学術文化の発信に努めることにより、地域の

産業の振興と文化の向上に寄与する。

　また、知的国際交流を積極的に推進するとともに留学生教育に努め、双方向的な国際交流の担い手の育成を目

指す。

― 目　　標 ―

地域に根ざし、グローバルに展開する未来志向の研究拠点大学

― 運営方針 ―

・学問の自由、大学の自治の理念をふまえた自主性、自律性、公明性の確保

・教育研究の長期性や社会と大学の持続発展の視点の重視

・「将来像」、「目標・計画」の堅持と確実な実現

・学生とその活動の尊重と手厚い支援

・教育の機会均等、基礎研究、先端医療、地域医療など競争や経営になじまない部分の重視と堅持

・構成員の創意と構成員間のビジョン・目標・情報の共有に基づく戦略的トップマネジメントと教員・職員の一

体的協働

・教職員の意識、意欲、能力、豊かな人間性、夢を醸成する条件整備

２　フレームワークプランの前提条件

（１）アカデミックプラン

　熊本大学は、理念、目的、目標等の設定において「教育」「研究」「地域貢献」

「国際貢献」の４項目を軸に展開しており、人材育成を通して持続発展する社会

に寄与するために、歴史・伝統の蓄積と最先端の高度な環境を活かし、地域性と

国際化のバランスを満たした研究拠点キャンパスの形成を目指している。

（フレームワークプランの上位計画）
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（２）自然環境、立地環境及び歴史的環境

１）自然環境

　５つのキャンパスは、金峰山、立田山、水前寺・江津湖、花岡山・万日山の

それぞれの風致地区に囲まれる範囲にある。黒髪キャンパスは北の立田山と南

の白川（一級河川）に挟まれ、本荘キャンパスと大江キャンパスは白川の南に

位置し、敷地内や隣接道路には白川から引かれた疎水（井出）が走っている。

京町キャンパスは熊本城から北に続く京町台地の西斜面の上に位置し、キャン

パスの西側に金峰山の山並みを望むことができる。城東町キャンパスは熊本城・

坪井川の左岸に位置する。

２）立地環境

　黒髪キャンパスは、北キャンパスと南キャンパスの間を県道337号（旧国道５7

号／平成6年移管）が走り、北に立田山自然公園が近接している。本荘キャンパ

スは、白川を挟み中心市街地に隣接し、隣地は商業地域と第二種住居地域に隣

接しており、バス路線の第一環状線が通っている。大江キャンパスは、JR新水

前寺駅と市電ルートに近接しており第二種住居地域に立地している。京町キャ

ンパスは、近接するJR上熊本駅とバス路線の第一環状線で結ばれ、県道303号

（旧国道３号／昭和44年移管）を通るバス路線も多い。城東町キャンパスは、

熊本城域に近接し中心市街地内の商業地域に立地している。
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３）歴史的環境

　①再春館から 250 余年、五高から 120 余年の歴史と伝統を持つ

　熊本大学は、1756（宝暦6）年に開かれた、日本最初の官立医療施設である

細川藩の再春館や薬用植物園としての蕃滋園（ばんじえん）を源流とする医

学部・薬学部、1887（明治20）年開設の第五高等学校の流れをくむ文・法・

理・工学部、1874（明治7）年開設の県立仮熊本師範学校に始まる教育学部等

で構成され、東京大学に並ぶ歴史と伝統のある大学である。

　

  ②歴史的資源等
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図．熊本大学の沿革

表．主な歴史的資源等一覧

　

国重要文化財

登録有形文化財

記念館等

緑

記念碑等

本荘キャンパス開校

京町キャンパス開校

黒髪キャンパス北地区開校

黒髪キャンパス南地区開校

大江キャンパス開校

城東町キャンパス開校

黒髪キャンパス

赤門／北

五高記念館／北

化学実験場／北

工学部研究資料館／南

事務局本館／南

工学部百周年記念館／南

ルポゼ（旧標本室）／南

槇、楠、桜並木／北

銀杏並木、楠／南

中門／北

サインカーブ／北

龍南健児の像／北

ラフカディオハーンの碑レリーフ／北

薬園由来の碑／北

黒本植の碑／北

第五高等学校跡の碑／北

習学寮跡の碑／北

行幸記念碑／北

夏目漱石の碑銅像句碑／北

「武夫原」の歌碑／北

本荘キャンパス

　　

山崎記念館／北

肥後医育記念館／中

かいのき／北

楠／北

解剖慰霊碑／北

谷口長雄先生像／中

実験動物慰霊碑／中

大江キャンパス

　　

宮本記念館

熊薬ミュージアム

薬用植物園

楠

行幸記念碑

京町キャンパス

　　

楓

行幸記念碑

城東町キャンパス

　　

楠




